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Der Verfr、附れ1・unternuchtedie Tor〕ogr乱phierles Ureters der Jap::n:er ftn 47 
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Lfoge <lf>s Vrd .. 1 s etc. sin<1 sy円ternntiscbuncl statisti~·wh sehr似品l!f.uheh巴ndelt.

Die ei11zelue11 Erpeh11】百円eki'1’I en alH・1 hier Plo.tzma11gels wege11 nicht wie<ler・

gegAbeu wer<lれll.
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〈内容抄毒事〕 新者ハ日本人－！／但（雨刊ill）＝就テ覇者尿供・／経過、位置、 Wi明』え長サ等ヲ系統的ItY続完十

的＝調査セリ。

勝尿t;＇；；ノ局所解去Ol的研究＝於テ臥洲人＝開スJJ..報告ハ其ノ；数＝於テハ決シテ齢シトセ

ヌ・。然レドモ共多クハ1!,J.肱ノ材料＝ヨリテ桜メテ概括的＝記載セルカ叉ハ軍.＝.1,2ノ：事項

＝就テ論ゼル＝過ギヌ。 一父;j~ ガ n~.：人＝闘シテモ 2.3 氏ガ僅カニ共ノ長サ及＊(i；ν尿管口＝就

テ調有セルモノアルノミ。川テ余ハ n ·~.：人ニ就テ之ガ系統的且ツ統計的調布ヲ企テタリ。

抑々 ！l'./i：”（背ハ：JI_：ノ 問団古JI分ト {ii'；カ＝教組ナ；qf：争r(ff.ll織ヲ以テ相関聯セルノミ＝シテ其ノ

移由比~I知町容易ナルモノナレバ之ガ形態ノ検索＝ハ相官；ノ 閑雅ヲ伴フ ヲ常 トスベシ。従ツ

テ共ノJ何年＝深；iHiノ注意ヲ嬰スルト同時＝、他問調利材料トシテハ般化毘ヲ撰定スルヲ五

常トスベシト雌モ、 今日多数ノ硬化毘ヲ寛fJ'.、センコトハ頗ル至靴ノコトナルヲ以テプ？？ハ原

生質管刑ノ！完関＝就テ4・調夜ヲふ＞1Iセリのモトヨリ~ハ－4>fJ1~1モヲナス＝首リテ極メテ周到

ナ ）1..- 注意ヲ以テシ旦ツ~~~ノ .!It部＝下ヲ働レザJJ.. ＂計i ＝於テ之ガ衿京ヲナセシト雌モ、 f古Iホ

共間多少ノ位置ノ移動ヲ生来セ J1.. コトハ之ヲ汗ミ制lo シ《 ？.＜~ レドモ前むk ノ ：釦l ク輸尿管ノ形態

＝闘シテハ今日＝アリテモ向統計的ノ調布ヲ紋ク＝於テ、本報告ヵ1命尿ゲjニノ；形態事上他日

ノ参考＝資スJt.-Jj灯多ク貝ヴ亦臨床上ニ於テモ有意義ナ）1..-ベキヲ信ス。同k肱洲入＝就テハ未

ダ統計的ノ調作ナキヲ以テ余ガ日本人＝於テf'Jタル成績ト比較スルコト能ハザルハ余ノ最

モ遺憾トスルi起ナリ。



干耳多、日本人輸尿管ノ局所解剖接的研究

材料ハ昭和13年首教室解剖賢習室＝於テ

符タル日本人成人屍47鴨ナリ（第一表）。主

トシテ共ノ経過、位置及長サ＝就テ調布シ

腹腔内及骨盤内臓器トノ相互関係＝就テハ

之ヲ他日ニ譲リタリ。

第ー章職原管ノi経過及位置

I. 韓原管腹腔部ノ走向

輸尿管腹除向i(f巧3当二七車初見守号、ガ腸骨動

JJ底ト交叉ス ）＼，.，，.デノ部分ヲ腹齢部トナシ、

ゾレ以下ノ部分ヲ骨探吉11トナセリ〕ハ昼間

トシテハ上外後方ヨリ下内前方＝向ツテ斜

走セルモ、多クノ場合其ノ：走行ハ直秘的ナラスシテ犠商＝於テ 1問若クハ数回ノ腎曲ヲナ
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ルhI¥ n.lbe .：：.ヨレバ輸尿：i'i＇ハ共ノ始郁＝於テAfH人i側＝向ツテ凸州シ＜FlexmP.1・en品lisi. 

ご欠イデ、小骨盤＝入ルエ際シテ矢欣f立及術商f京ニ於テ替的ス（Flex:uramftrgindis）ト言ヒ、

又 H。11ハ女性輸尿管ノ腹臨調iハ多クハメ字形ノ純過ヲトルト三／。

余ハ額商響曲ノ；敢＝ヨリテ輸尿管版膝吉flノ走向ヲ次ノ如ク無替的－4轡的ノ 5W！＝＝－分類

スルコトヲ4与タリ。
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4. ( 3符附〉 5. c 4事撃的〉

7例 I＇合（合 1) t右〈会 1)
｛友（合3，♀3) 2例i窓（会 1)
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第二表

三ごプて f~rtfi ：~＜一－－，~一一一一
午 0 1 2 :-l A合計ー
は齢 ～＼！

一~一一JS - '.!0 I 4 lf 1 ll 8 

21 - :io 6 I 18 I 3 34 

31 - 40 3 6 2 I i : ! i2 

41一九n

51 - 60 3 4 3 jlO 
61 - 70 

71 - 79 I 2 6 1 IO 

合計 I}8 1 28 39 i 7 i 2 94 

此中 2替的ノモノハ Hollノ｝帝国S字形ノ

経過ヲトレルモノ＝シテ最モ多数＝アリ。

衣イデ1脅曲ノモ J多ク、 4符曲ノモノハ

極メテ少ク僅ヵ.：：.2惜（合〉＝於テ各1側ヲ

見タ Jレノミ。替的数ト年齢トノ間エハ何等

f開係ナキモノ、如シ（第二表）。叉 Sch-

walbeノ所謂 Flexurarenalis ヲ明カ＝認

メ得タルモノハ 2轡曲、 3腎曲及4替的ノ

48例 ！51.1%）＝於テナリ。

要之聯ER'i年版除古I＼ノ走向ハ111.1性的差異ノ

比較的著シキモノト ~i フベク、 且ツ同一般

＝於テモ左右相栴ナラザルモノ多シ。 QOチ

47慌・rJI，左右相時ルモノ221：豊アリテ（此r[.1

1開（合〕ハ左右会ク相j叉セ リ。自！］チ右側ハ

4時的＝シテ左側ハ1nr：轡的ナリ）殆ド総例

ノ牛数＝達セリ。

2. 腰筋トノ闘係

4首n，氏~~＇！庖臨書IIハ共ノ大部分大腰筋々！民ノ

前両＝アリ。帥チ此ノ筋脱ノ前面＝於テ大

眼Miノタ十紘＝近キ庇ヨリ奈｜メ＝前下方＝向

ヒ筋ノ内側縁ト 交叉セ リ。 交え有MfJ:ハ第三表ノ如ク雨側共＝男性＝於テハ ：~~4・第 5 腰椎!Ill

棚、女性i士＝於テノ、同、ンク第 4.第 !'i)J要村f'I討l『1），~1;骨又ノ、第 51煤柑：J-. ；背11ノ，：・：；

モ多シの

3.腸骨動1眠卜ノ関係

輪以作ハ小骨韓＝入ル ＝.fr,~ シ腸’n
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Altuchow, Disse, Holl, Luschka. 叉ス 0 ~~：ノ：交叉部位ハ欧削人＝隣！スル記載ヲ見ル＝

¥Vnkleyer等ハ右側聯尿色υ、外腸骨思脈ト、左側輸F尿管ハ結腸骨艶脈ト交交スト栴シ、

Kro.use及 Corning・ハi稲側共＝近3常紋腸骨軍服ト交叉スト雌モ右側ハ屡々外脱骨重f脈ト交

叉スルコトアリトナシ、 Rauberハ両側共＝紙腸骨甜脈分I技部＝於テ交叉スト言フ。叉

ハ敵洲人 25樟＝就テ調夜セJI.-結果ハ原側共＝外腸骨宙服ト交叉セ Jレモノ最モ多

カリシト記載セリ。表四第

Corner 

斯クノ如ク其ノ記載ハ甚グ直々ナリト隊

モ多敢ノ製者ハ右側輸F尿管ノ脇骨動脈交叉

官M立ハ左側ヨリモ遠側＝アリトナセルモノ

ノ：如シ。

0-ガ日本人＝就テ訓布セル結果ハ第四表

帥チ雨側共ュ外腸骨動脈ト交叉f如シ《

♀｛： 

12 ! 16 ! 66 
合計 ｜ (12, 8%) (17, 0%) I (70, 2%) 

3 

スルモノ最モ多ク．線腸骨動脈ト交叉スル

( fll＿シ女性ノミ＝就テ之ヲ見ルトキハ外腸骨mt脈ト交叉スルモノハ線腸骨モノ：畏モ少シ．

動脈ト交叉スルモノト同教＝シテ、市~~.a~骨E脈分I岐部＝於テ交叉スルモノ傑カニ少シ、。

叉左右ヲ比較スル＝外腸骨劃脈ト交叉スルモノハ右側＝多ク、之＝反シテ綾『＇ g'f号車脈並＝

同E乱脈分l岐部＝於テ交叉スルモノハ左側＝多シ（{flシ女性＝於テハ穂腸骨軍脈ト交交スル

モノハ左右同教ナリ）。

換言スレバ輸尿管・腸骨11!1.ll底ノ；交叉部位ハ右側ハ左側＝比シテ遠側＝アルモノ、如シト

鰍モ．本来線腸骨動脈分l岐黙ノi~jサハ一定セルモノエアラ ズ . 13.ツ足立教授ノ日本人＝就テ

ノ調森成績＝ヨレバ組腸骨動脈ノ長サハ左側ハ右側ヨリモーたナルコト忽キヲ以テ（此ノ成

紅tハ蹴洲人ニ開シテノ多数ノ級背ト相！文セリ）、右側粉尿管ガた｛則＝比シテ果シテ遠側＝於

テ『是骨盟j脈ト交叉セルモノナリヤ若手ヤハ箪＝共ノ：交叉スル血脈.f1ノミエヨリテ之ヲ決定ス

ルコトヲ得ズ。故＝会ハ腹部大勘脈下部i分，，皮知ヨリ斡p尿管・腸骨動脈ノ交叉部1立マデノ距離

ヲ測定シ（第五表）、且ツ同一憾ノ左右ヲ比較セルユ（第六表） .;:x·~Ji.表＝於テハ共芳ラfミダ明カ

ナラザレドモ第六表＝於テuwチ同一艦＝於テ〉ハ右側ガ左側ヨリモ長キモノ著シク多シ。
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合 ；♀

有ノ長キモノ 1 2fi I 弓
友／長キモノ i 10 i (l 
左右同長ノモノ 1 I I 

第穴表

合計 (% ± m) 

::10 (63,8%士7,01%〕

1G (34,0%土（i,1->3%)

ぐさ 1%士2目00%)

！発 :!¥1,8%土9,i!'l%

安之111.：人斡尿＇i'i：ハ小骨掠＝入）I.-：.際シテ両側共＝多タノ場合（ 殊＝左側＝於テ）外腸骨

動脈ト交叉シ、叉其交叉駄ノ大ml，脈分岐賠ヨリノ距離ハ右側ハ左側ヨリモ大ナルコト屡々

ナ 9。

4. 下腹動脈トノ関係

輪尿￥.＇ハ腸骨軍服ト交叉セル後ノト骨盤＝入リ、外下方＝向ツテ笥的シツ、有 rラク下腹動

脈ノi隈部＝沿フテ経過ス。今此ノ部分ユ於ケル隠者ノ｛立世的関係ヲ見ル＝衣ノ：如シ。

<l）下腹茸［脈ノポI外方エテ外脇骨密E 脈トノ中mJ7h過スルモノ（fll.シ下肢盟脈ニ近キコ

ト多シ）ー・ ・20例 （右9，左11)

12）下腹動脈ノ前外側壁＝接シテ経過スルモノ .... f;Q例（右29，左Bl)

(3）下腹動脈ノ前側上ヲ経過スルモノ…....・ H ・－－一… G例（右2，左的

(4）下腹動脈ノI詰内側壁＝接シテ経過スルモノ・・ H ・H ・.4例（右B，左1)

(5）下腹重湖底ノ前内方ヲ経過スルモノ…・・・・…・…・…・・ 4f11J （右4)

（－！及品ノ；競合、事量尿管ガ外腸骨量dJ脈ト交叉セルトキノ、問時＝下6¥i苦＇il!F；トモ民ノ前官Ill－＝於テ交叉 λ）

gpチ給尿管ハ両側共＝円安動脈ノ1諸外方＝ア JLコト （l /;(2＇ 多シ。殊＝其ノI計i外侭l椛＝

接シテ経過セ J¥..l});{fI 2）最 毛 f延々ナリ。

¥ ¥' nl<l何軒1 ハ輪／，J<.·l':' ト下』変動脈トノ fJ';：世ノ I~罰係＝就テ，.Di自 lhet.日ren li句申n 乱n <1er 

m e <1 in 1 en Fhche <ler hetreffemleu Arteria hypo戸nsh'icit,wψnn die vorh<wi印、

Krnnzung n n, he 11er Teilnn日間ぬlle<1m・A.ilinc:L conmrnnis st:>,ttf札rn1. La日 1li《‘

Kreuzung tlal昨 i<1 j 《・ ht unt< .. rhalh <ler Teilu11~：出t"'1le <ler A. iliaca commnnis. 

so i・iickt der Ureter mehr an《lenv order e 11 Umfang l1er A. hypogastric乱， uu1-

伊kehrtmehr an <len hinteren. Lie久ι《let・ Ureterw e i t e r von de1・ Teihmgs-

strecke en t fer u t, sei es distill ofler proximal, <lann heriihrt er die A. hypogastrico. 

njcht mehr.“ ト記載セリ。然レドモ日コ4正人＝於テハ給尿管ト下腹盟脈トノ位置ノ関係ハ

"' aldE',\"81' ノ記載セルガ如ク稀尿~＇：；ト肱骨 frj 脈トノ交叉令l '. f吹ノ：虫口何 ：. ~f:. 

tWチ第七友ノ：虫日ク4喰尿管ノ、共ノ『t骨lffj＿脈トノ；交叉吉j¥j,'；：ガ何レ＝（緩腸骨’E脈、同分l岐部又

ハ外腸骨思脈j アJI.-場合ト断。号、下腹重iJ脈ノ前外側壁＝接シテ経過スル場合最モ多シ。
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第七表

l下腹動脈／ド腹動脈ノ！下naw!1脈／｜下目反動脈／｜ア！削iJJ脈ノ｜
j¥1j外方＝ア前外側壁＝前官1H.＝ア前内側壁＝前内方＝ア！合 iil 
yレモノ 接 :AJレモノルモ／ 接スルモ ノFレモ／ ' 

サ腸荷動脈 ト交叉スルモ｜ 14 46 ;; 1・ :! 1 (if) 

紙u腸骨量IJJJI正分岐部二於テ
交叉 :Alレモノ

総腸’μj・1tiJJ脈ト交叉スルモ
ノ

之、
，』 昔「

－， 宅， 9 

3 z、

20 60 

' .、．、、，

第三章輪尿管ノ管径

2 1 1 16 

12 

!14 

輪以竹’ハ共ノ全kュ於テ同一ノt安保ヲイ｛スJレモ ノユアラザルコトハ周知ノ事貰ナリ。

.',1;:-: 

Schwalbe ーヨレパ輪昧l炉 、氏ノ所謂：1場l胸部 （[i'le'<Ul:・arenalis, Fle'<urn rnarginalis, 

Curvatura pelvina) ＝－於テ多少狭窄シ、市シテ曲｜台！少シク紡鋪欣＝膨大シ、特＝.FlP:Ull':t 

renalis ト'E'lex:uramarginalis lfJ] z於テ著羽ナリト言プ （Raup七spirnlel,S日hwnlhe）。

公ハ日本人職尿行＝於ケルl膨大吉iiノti'-注部位ヲ調佼セル＝女 ノ：虫flシハ

1）著明ナル膨大部ナキモノ。 gpチ輸尿管ハ共ノ会長ニ丘リテタ台ド同一ノ竹二倍ヲ千fスノL

モノ………・…・・一 ’一… …………リ例 （イi4.hニ51

2J HIM ノ nie大j~jl7 イj スルモノ。

い）！即時部111；部＝アノレモノ …… 2例 （イィI，追う）

(l予） 同 下占部ユアノレモノ・・・・・ 17例（右10，左7)

(c）骨盤部j二3部ニアJレモノ・・ ・・・・13例（右T，左6)

( <1) 問 中3部＝アルモノ・・・・・・11例（右5，左6)

( e）胞陸部下部ヨリ骨盤剖ik部＝亘リテ存スルモノ。帥チ従来ヨリ輸尿管狭窄部トシ

テ記載セラJレ、輸尿管・腸骨動脈ノ交叉部位ヨリ共ノJ二、下＝カケテ膨大セルモノ

… 10例 （右6，左4)

o> 2倒ノ膨え背flア有スルモノ。

(a）腹睦部Eいま部及骨盤部中告官'JI＝アJレモノ・・・・・・ 5f9U （右・2,1.:Cl) 

(b）腹陸部下占部及’骨盤部上ま部ユアノレモノ， a・・・・lOfflj（右6，左4)

(c）腹陸部下占部及骨盤部中占有II＝アJレモノ・・・・・・16例（右5，左11)

(d）骨盤部J二；部及問中ま部＝アルモノ・・・・－・・・・・ 1例 〈右〉
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印lチ膨大湖iハ左右共.＝.1輸尿管ニ HI時ノコト多シ。又共ノイ同調l{V:－＞、腹腔部下占部

( t:klrn al be ノ所調 Hauptspiudel ナリ〕最モ多ク43仰H右21，左22），女イデ骨盤部中占古~I

z シテ33例（右l::l.左20）アリ。

第三章輸尿管ノ：長..，.

級以？？ノ長サ＝就テハ峨洲人＝閥シテハ S巴h、、＇alhe,I!'uuke. Altnchow, Z。111lek 等ノ

報告アリ。然レドモ共多クハ計測I）例数ヲ明示セズ、日．ツ1准共ノ：最長、最短ノ数字ヲ掲ヂシ

モノカ又ハ草＝千均ヲ記録セ シモノノミ＝シテ統計－的ノ記載ヲ見ズ。叉我ガ日本人＝閥シ

テハ制中、北川、羽｝.（主宰ノ報告アリ。就Y'~~｝.（ハ多数ノ材料（ 1＆：人ハ 133例）ニ就テ調従

シ共｛｜川々ノ長サヲ列記セリト雌モ、惜クハ同氏ノ計官illハ自然｛立＝於テセラレタルモノ＝ア

ラズ。附中止え北JIIハ共ノ計ill!］例数少ク且ツ問中ハ寧＝平均ヲ掲ゲシ J ミ。

測定詰給尿管ノトー界的チ腎孟ヨリノ移行部位＝ハ肉眼的＝毎常宇I］！然タル境界ノ ｛（.スル

モノ＝アラヌ、時ユハ金ク不明ナルコトアリ (Fuchs ノ肱洲人50例＝就テノ検索＝ヨレ

パ肖孟・輸尿管ノ移行部位＝著明ナル境界アルモノハ稀レナリシト言フ）。然ル＝測定結ハ

常.：.llJj瞭＝目標トナシ得ラJレ、部位タルヲ要スベキヤ論ナシー従ツテ輸尿管長ノ測定＝首

リテ従来ノ如ク輸尿管上界ヲ上界illll定鮎トシテ探用スルハ（諸家ノ報告ヲ見ル.：.1Jllj定結ヲ

明示セルモノ＝於テハー＇~－界測定期ヲ線、テ腎孟・輸尿管ノ移行部位＝世ケリ）寧ロ不合理ナ

リト言フベシ《

故＝余ハ』二界i!lll定貼トシテ給尿管上界＝近ク且ツもi：常UJJ カ＝目標トナシ特ラル、古~It立．

l!Pチ検尿首＝（寧ロ腎孟）ト’ほ門前持ノ内側市iトノ交叉部位ヲトリ、下界iWI定結ハ輸尿管＝ヵ・肪

脱後壁ヲ貫ク賄ヲ以テセリ n

斯クノ如ク余ハ測定貼ヲ特殊ノfa／：世ニ撰定セルア以テ余ノ員十iltllセル長サハ員ノ轍尿作長

トハ多少ノ相違アルベシn 然レドモillll定期ガ常＝明瞭ニシテ従ツテ共ノ1JllJ定成績ガ一貫セ

ルコトハ．従来ノ方法＝於テハjJU］定結ノ位置ノ決定ガ極メテ岡純ナルガタメェ測定成績ガ

不安定ナルコト＝比シテ寧ロ勝レルモノトf;jズ。

測定方法制定時ノ輸尿管ノ｛立世ハ自然位ノ催トシ．計測＝ハ特殊ノ糸（織；｛jj工場＝於

テ使用セ ）＼，「綜統糸」ト栴スル糸＝シテ仲＊－！~スルコト極メテ少キモヘ 9 本合セノモノヲ則

ヒタリ〉ヲ使用セ仁郎チ糸ノ一端ヲ下界測定結＝間定シ、次イデ他端ヲ可及的輪以管々

慌ノ中央＝於テ；w~ ノ管内＝従ヒッ、ー卜．界測定賠＝致シテ之ヲ切断シ．後チ共長サヲ錦l錨製

巻尺（粍目）＝テ測レリ。

測定成構余ガ日本人94例＝就テiJUJ定セル結果ハ第八表ノ如シa
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又同一関ノ左右ヲ比較スレパ第九表ノ如ク児ムー共＝左側ノ i七キモノ著シク多シn

表九第
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第四章輸尿管長卜身長トノ関係
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日ll チ紛＇ bR管長ノ身長ニ苦Jスル示教ハム性ハ男性ヨリモ、又男女共~ 1c.m~ハ右側ヨリモ僅

カニたナリ n 渋Jレ＝其差ヲ求レパ左右｜昔1ハ合0,5:i0，灯．♀0,5士0,53，会＋♀0.5±υ，24トナ

リ共闘ノ1差異ハMf賓ナラザレドモ、男女｜剖ハl,OJ0.30トナリ llJJヵュ両性！日＝義異アルコト

ヲノJミセリ。

自[Jチk性ハリJ性ヨリモ共ノ輪以管長ハ身長＝比シテ比較的長キモノ、女11シe

コと輪以管長ト身長又ハ刷長トノ閥係＝就テ %。mlek ハ輸尿管長ト身長トハヱ1:~府減ノ

除！係ユアリト首ヒ、問中ハ輸尿管長ハ身長ユハ関係ナキモ比較的ュfll"l長＝開係アルモノ、

如シト記載セルモ、共＝共ノ線機トナルベキ数字ノ掲IHナシ。

ゴッ、共！昔1ノ｜調係ヲ明カエスベク雨者ノ交聯友7作成、ンオ〈ノ結県ヲ作タリ（：1H・-Jした

性ハ共数少キヲ以テ男性ノミヲ！日ヒタリ〉。

第十一表

＼輪•＊ ! 

身九ご~I)
,,, ' --1－・寸

:!!Iii :110 

1 

。 3 

戸2・
3 

-恒，，一d, 、－ 1150 
1 

330 3乃｛）

1 

合！平
;¥7υ1 

計 I Y-1 

6 i 273,3 

11 I 2DH,2 

2ii 302,4 

l JH 297,H 
l向ろ

170 
1 ! 4 2 I 1 i H 327,fl 

I I 
2 I 2 I soo,o 

一三－ !I:_ 空よ－Ii ！川 21 I rn _I 6 [ - s l70i可函

主Ji 止~J ] .）凡u l品、H l九n,1; 1:;n，ゴ lliOJl I 150,0 162,ii I九S,7

1-.i？巳交聯去二ヨリテ交聯係数ヲ求ムレハ、

rニオ0,33 E(ry二立0,072

印lチ共ノ係、数ハ大ナラザレドモ交聯ハ明カ＝陽性ノ成総ヲボセリ。換言セパ日本人（り1)

＝於テハ輸尿管長ト身長トハ大開五~；増減ノ閥係＝アリ n 而シテ航抗＝ヨレパ日本人ノ身

長ハ脊位ノ長短＝相比準スト。故＝ II本人ノ輸尿管長ハが脊柱長トモ五一上位減ノ閥係ユア

リト桶スJレコトヲ件ベシ Q

附記輸尿管ノ経過異常並二重車輸尿管三就テ

余ハ轟キ＝（解剖事雑誌，第 1各， 461頁．昭和4年）械告・セル輪以管ノ経過異常及重俊
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崎形＝就テ、本料品ノ調子tヲナス傍ラ其ノ検索ヲ檎繍セルモトI~者共 ：＝. 1仰jモ之ヲ護見ゼザリ

キ。自!lチ共ノ頻度ハ民キノ被告ト合シテ都J1f例事〔川fl告（Qpチ明治12年及31j＇.：＝.十余来セルモノ

ノ合；；十数エシテ合74，♀23）中、経過異常例2例（ ~1，♀ 1）、重複崎形例 1 例（♀）ナリ n

・Hm情スル＝陥ミ恩師足立文太郎先生ノ恕wナル御指導ト御校閲ト ：＝.teiシ満陛ノ謝意ヲ表

ス。
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